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Abstract 
Recently children’s literature has begun to deal with new topics such as murder, suicide, 
birth and mental disability.  Although for many years such topics were concealed from 
children or described vaguely, they now have become common themes in juvenile works.  
Career consciousness, which has lately attracted considerable attention, will be explored in a 
recent work. 
This paper deals with a pioneer girl who works independently.  She obtains a teacher’s 
certificate through her efforts and enters the field of education because of her family’s 
financial situation.   I will explore her agony, discouragement, pleasure, and satisfaction, 
and consider why her career consciousness is so strong and how she is able to overcome 
numerous difficulties and develop mentally.  
 
 
はじめに 
 
 児童文学の世界では、過去においてタブーとされていた問題が近年徐々にとりあげられるよう
になってきた。出産、介護、殺人、自殺、心身の障害などは昔からあった問題だが、子どもの目
からはそらされていたり、曖昧に描かれていた。しかし、現代社会では子どもだからといって逃
げたり、目をつぶってもらうことのできない問題が多くなってきている。子どもゆえに災難が直
接ふりかかってきたり、子ども自身が加害者になることもある。こうした問題は社会全体で取り
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組まなければ解決できない。したがって児童文学でも無視できなくなってきているのである。 
 それでは「働く」ということはどうだろうか。確かに昔から、子どもたちは働いていた、ある
いは働かされていた。奴隷は別にしても、貧しさから働くことは生きるために不可欠であったし、
そうせざるを得ない状況にあった子どももたくさんいた。働かなければ自分も家族も飢え死にし
てしまうからだった。当然のことながら、社員なのか、パートなのか、などということを考える
知識も余裕もなく、またそのような制度や区分も確立していなかった。しかし、次第に世の中は
変わり、少子化及び高学歴重視の傾向により、学校へ通う期間が長くなってきた。その結果、就
職時期がかつてより遅くなり、成人すれば自立して働かなければならないという意識が弱くなっ
てきている。そのため、学校教育の中で、「働くとはどういうことか」「なぜ働くのか」から始ま
って「何をしたいのか」「自分の適性・強み」を生徒・学生に教え、キャリア意識を持たせる必要
性が出てきた。周囲の大人による過保護的教育の結果なのか、あるいは本人の甘えからなのか、
一通りのお膳立てをしてやらないと自分の将来の方向性も見つけられない、何をどうしたらいい
のかわからない若者が多い現状を否定することはできない。また、すんなり就職できても、数ヶ
月、あるいは数週間、時には１週間足らずでせっかく得た仕事―たとえ高い倍率を潜り抜けて得
た正社員の地位でさえ―を自分に合わない、思っていたのと違うという理由から、あっさりと捨
ててしまう若者も少なくない。そしてまた自分は何をしたらいいのかわからないと振り出しに戻
り、再度仕事探しを人に頼るのである。いずれはこのような状況を描いた児童文学作品が現れる
であろうが、本稿では、少し前に遡って働く女性のパイオニアとも言える少女たちにスポットラ
イトをあてて、現在の若者と比較しながら彼女たちの働く意識や仕事ぶりを考察する。 
 
 
１． 働く少女たち 
 
 現在では、男女雇用均等法が浸透し、男性と肩を並べ、時には男性を従えて仕事に生きる女性
が世界中で見られるようになってきた。中でも、アメリカはどこの国よりも女性進出が早く、そ
の活躍の幅の広いことは誰もが認めるところである。その実情は児童文学の世界では生きている
のだろうか。 
 児童文学において伝統のあるイギリスでは『不思議の国のアリス』（Alice’s Adventures in 
Wonderland, 1865）が出版された頃、中流階級以上の少女たちは学校へ通わず、家庭教師による
家庭学習を受けることが多かった。彼女たちは高い教育を受けても、社会へ出てそれを生かす機
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会は少なかった。階級制度のため、女性にとって働くということは卑しいこと、あるいは無縁の
ものと見なされていたからである。『若草物語』（Little Women, 1868）でローリーのイギリス人
の友人が、メグやジョーが働いていることに声を出して嫌悪感を表したシーンを思い出す人も多
いだろう。 
 
  ‘. . . ; young ladies in America go to school more than with us.  Very fine 
schools they are, too, . . . .  You go to a private one, I suppose?’ 
  ‘I don’t go at all; I am a governess myself.’ 
  ‘Oh, indeed!’ said Miss Kate; but she might as well have said, ‘Dear me, 
how dreadful!’ . . .  that hurt Meg’s pride, and made her work seem not only 
more distasteful, but degrading. 
１ 
 
 
 
『若草物語』のマーチ家は教養のある中流階級だが、牧師の父親が財産を失ったため、長女メグ
と次女ジョーが働きに出たという設定になっている。メグは通いの家庭教師、ジョーは気難しい
叔母のコンパニオンであるから、アルバイトである。決して豊かではないが、彼女たちは普通の
女の子である。その頃、労働者階級に生まれた少女たちはろくろく学校へ行けず、働かなければ
ならなかった。お針子、掃除婦、洗濯女、女工や住み込みの女中や子守などおよそ大人の女性と
変わらない仕事に就いていた。こうした職業に教育は必要とされないことは、『小公女』（A Little 
Princess, 1905）の下働きの少女ベッキーがミンチン先生にいいようにこき使われたり、『北風の
うしろの国』（At the Back of the North Wind, 1871）の主人公ダイアモンドの友人の少女が清掃
の仕事をしていたことを思い出せば、容易にうなずけるだろう。彼女たちはもちろん正規雇用者
ではない。身を粉にして働いても生活はよくならない。今でいうワーキングプアである。仕事に
就くための資格も免状もない。ただその日の食べ物を得るために少女たちは働いた。いわば、生
きることに直結する仕事であった。当然のことながら、仕事への誇りや向上心などは微塵も見ら
れない。このような肉体労働に従事する少女は物語の主人公になることはない。『小公女』のセー
ラはベッキーと同じ立場に落とされたが、それはほんの一時的なものであり、その後幸せになる
主人公を一度底辺にまで落とすというストーリーの展開上、必要な要素であったからだ。 
 児童文学における職業小説(Career novels)はノエル・ストレットフィールド（Noel Streatfeild  
1895-1986）の『バレエ・シューズ』（Ballet Shoes, 1936）に始まったと一般に言われている。
２ 
 
 
ストレットフィールドの少女たちは自分の内面的欲求から、あるいは周囲の大人によってその才
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能が見い出されることで、俳優・バレリーナ・サーカス団員・運動選手を目指している。高いプ
ライド、ライバル意識、将来への抱負などを抱いてキャリア向上につとめ、うぬぼれや嫉妬、挫
折や劣等感に苦しむ。中には生活のために芸能学校に所属し、オーディションをたびたび受ける
少女たちも登場する。オーディションに受かれば出演料で生活費が稼げるという設定は『バレエ・
シューズ』や『映画にでた女の子』（Movie Shoes, イギリスではThe Painted Garden, 1949）
などで見られる。また、スポットライトの当て方は弱いが、舞台の才能がないことを自覚し、別
の仕事に目を向ける少女が登場することにも注目すべきである。カーネギー賞を受賞した『サー
カスきたる』（The Circus is Coming, 1938）の兄妹は、『バレエ・シューズ』の３人姉妹同様、
孤児であることから、子どもといえども働く意識に目覚め、兄は馬が好きなことから馬丁を、妹
はサーカスの曲芸師の道を進む将来設計を自分たちなりに立てる。大人の助言に反発したり、素
直に聞き入れたりしながら自己分析した結果である。本来ならまだ働くことなど遠い未来のこと
であるのに、家計を助けたり、早く自活する必要があるため働かなければならないという意識を
子どもながらも持っていることをはっきりと描いている児童文学作品が今から 70 年も前に人気
を博していたのである。 
 児童文学作品に出てくる少女の仕事に「教える」という要素が大きなウエイトを占めているこ
とを見逃してはならない。先にとりあげた『若草物語』のメグや『あしながおじさん』
（Daddy-Long-Legs, 1912）のジュディは家庭教師のアルバイトを経験し、やはりオルコットの
『昔気質の一少女』（An Old-Fashioned Girl, 1870）のポリーは自立のために音楽の個人教授を
する。エレノア・ポータ （ーEleanor H. Porter, 1868-1920）の『スウ姉さん』（Sister Sue, 1920）
のスウは一家の破産により、ピアニストへの道は断念したが、近所の子どもたちにピアノを教え
て家族を養う。『小公女』（A Little Princess, 1905）のセーラはミンチン先生に命じられて、短期
間だが、幼い生徒たちのフランス語の勉強の面倒をみる。『リンバロストの乙女』（A Girl of the 
Limberlost, 1909）のエルノラは生物学専門の教師として自宅を離れて小学校へ赴任する。教師
をめざし、実現する少女は英米だけではない。カナダの代表的児童文学作品である『赤毛のアン』
（Anne of Green Gables, 1908）のアンやその同級生たちも教師への道を選び、それぞれ教職に
就く。ただ彼女たちは皆、結婚後は退職している。  
 児童文学作品の中の少女たちが教職につくことが多かったのは現実世界を反映している。19世
紀の社会では、教師は女性の職業として社会的に容認されていた数少ない家庭外の仕事であった
からだ。「その理由は、教師という職業はヴィクトリア的な女性像のイメージを壊さないと解釈さ
れていたからである。女性教師の一般的な理想像は、『道徳的、自己犠牲的、思慮深く、子どもた
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ちの教育に献身し、男性に対しても最善を尽くし、自分の目的や必要については全く意に介さな
い』という、男性から見た女性の理想像とほぼ一致していた。19世紀を題材とした小説には女性
の教師が必ずといってよいほど登場する。それほど女性教師の数が多かったことも事実である‥
‥」
３ 
 
こうした状況は大人向けの小説だけでなく、児童文学作品においても見られ、さらに20 世
紀になっても続く。その中でも教師になるまでの苦労となってからの苦悩をリアルに描いた作品
として、ローラ・インガルス・ワイルダー（Laura Ingalls Wilder 1867-1957）の《小さな家》
シリーズ（The Little House Books）が思い浮かんでくる。本稿では、シリーズの中の『大草原
の小さな町』（Little Town on the Prairie,1941）と『この楽しき日々』（These Happy Golden Years, 
1943）の二冊をとりあげ、主人公のローラの成長振りをキャリア意識を通して分析し、当時の少
女の仕事への取り組み方や生き方を考えてみたいと思う。 
 
 
２． 教師をめざして  
 
 ローラのキャリア意識は初めから強い。働くことに何のためらいもない。働くことは幼い頃か
ら、当然のこととして受け止めている。家族のために働くことに疑問はない。働くのは自分の好
きなことや特技を生かすため、嫌いな仕事はしたくない、やりたいことが見つかるまでは定職に
つかないなどという現代の若者たちのような考え方はローラたちには許されない。ローラが教職
についた時代（19世後半）は女性が就ける仕事は制限され、選択の余地がなかった。言い換えれ
ば、自分の適性を考え、職業選択をすることなどしたくてもできなかったのである。そのことは
下記の引用からもよくわかる。 
 
She (i.e., Mary) liked so much to read and learn, and she had always wanted 
to be a schoolteacher.  Now she could never teach school.  Laura did not 
want to, but now she must; she had to be able to teach school as soon as she 
grew old enough, to earn money for Mary’s college education. 
４ 
 
 
 
ローラは 4人姉妹の次女であるが、姉のメアリーが病気で失明したため、実質的には長女の役目
を担っている。ローラは長女としての責任をしっかり受けとめ、決して逃げることはしない。家
族のために働くことに不満はなく、職につく努力を惜しまない。ローラは教員採用試験に合格す
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るため、14歳頃から（16歳にならないと受験できないことになっている）必死で勉強に励んだ。 
 
   Then suddenly she knew that there must be no more self-indulgence.  
There were only ten months left, before she would be sixteen years old.  . . . 
she must stay in the house and study.  She must.  If she did not, perhaps 
next spring she could not get a teacher’s certificate, and Mary might have to 
leave college.   (LT  p.262.)  
 
物語の中でローラは面接及びプレゼンテーションでも試されるが、当時の教員採用試験は筆記試
験が中心であった。採用が厳しいことはローラの勉強振りから判断できる。それだけ当時として
は教師になりたい女性が多く、女性にとって望ましい仕事であったことは以下の引用が証明して
いる。 
 
 19世紀の女性にとって、教師（ほとんど初等教育の現場で働き、‥‥）が唯一社会的
に認められた知的な職業であったので、多数の女性がこれに携わることに憧れた。多く
の女性は少し読み書きができる程度で、結婚するまでの短期間（２学期か３学期）学校
で教えた経験をもっている。女性教員が総教員数にしめる割合をみると、アメリカ北中
部諸州の平均では、1870 年に 56％、1900 年には 73％にものぼり、女性が教職の場を
独占していた様子が分かる。‥‥ 教職に就くということが、当時の女性にとって新しい
人生を切り開く登竜門であった。
５ 
 
 
 
まだ先のこととはいえ、試験のことを思うと不安になり、あせり、落ち込む。時には恐怖感を抱
くことさえある。くじけそうになる気持ちを抑えて必死で勉強を続けるローラの姿に、受験勉強
の経験のある者なら自分を重ねてみることができるだろう。 
 
She had a feeling of haste, almost of fear, that she would not be able to pass 
the examinations and get a teacher’s certificate when she was sixteen.  She 
was almost fifteen now.  ( LT  p.186.) 
Afterward it seemed to Laura that she did nothing but study that whole 
summer long.  Of course this was not true.  . . . .  But the long, hot, sticky 
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hours with schoolbooks and slate seemed to overshadow all else.  (LT  
p.267. ) 
 
狭き門の教師をめざすローラは本当によく勉強した。だが受験勉強に明け暮れていたわけではな
い。幼い頃から家計を助けるために働いている。たとえそれがごく短期間のアルバイトであって
も社会に出ることを全身で受け止め、理解していた。日頃から親が社会人としての意識をきちん
と躾ていることは “It takes all kinds of people to make a world.”（p.45.） というローラの母親
の言葉から読み取れる。 
 ローラはシャツを縫うお針り子として、外へ出て働くことを初めて知る。 
  
Laura had never sat still so long.  Her shoulders ached, her neck ached, 
her fingers were roughened by needle pricks and her eyes were hot and 
blurry.  . . . . 
“How did you like your first day of working for pay, Half-Pint?” Pa asked 
her.  “You make out all right?” 
“I think so,” she answered.  “Mrs. White spoke well of my buttonholes.” 
                   (LT  p.46.) 
 
他人に囲まれて肉体労働の厳しさを体験することによって、ローラは稼ぐ大変さと共に喜びも味
わう。働くことは満足感の他に、子どもとはいえ、社会の一員としての自覚も与えてくれる。 
 
Still, she was too old now to play any more.  And it was wonderful to 
think that already she was earning good wages.  Every Saturday night 
Mrs. White counted out a dollar and a half, and Laura took it home to 
Ma.  . . . . All the week, she looked forward to the pleasure of bringing 
home her wages to Ma. Often she thought, too, that this was only the 
beginning. 
   In two more years she would be sixteen, old enough to teach school.  If 
she studied hard and faithfully, and got a teacher’s certificate, and then got 
a school to teach, she would be a real help to Pa and Ma.  Then she could 
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begin to repay them for all that it had cost to provide for her since she was a 
baby.  Then, surely, they could send Mary to college.    (LT  p.48.) 
 
作品の中で、ローラは自分が働く必要があることを繰り返し確認している。働くこと、つまり稼
ぐことはこれまで親に育ててもらった費用を返すことを意味する。そうすることで姉メアリーを
盲人大学へ行かせることができる。ローラは自分が甘えを許されない、自立しなければならない
ことを十分自覚している。 
 働くペースをつかんだローラだが、アルバイトはいつか終わる。ある日、雇い主からもう来な
くていいと言われたローラは、わかってはいたもののショックを受ける。 
 
She knew how good it would be to stay at home again, to help with the 
housework and . . . .  But somehow she felt cast out, and hollow inside.  
(LT  p.57.) 
 
さほど好きな仕事でなくても、仕事がなくなることは打撃である。初めて社会で働く喜びを知っ
ただけに、ローラにはむなしさが残る。また、働くことがリズム化され、生活に一部になりつつ
あったため、空虚さをも感じている。 
 ローラが働くことを周囲の子どもたちはどう反応していただろうか。友人たちは自然に受け止
めている。少女が働くことに抵抗感はないようだ。このことは教師が社会的に認められる職業で
あったことを示唆している。つまり、誰にでもできる仕事ではなく、高い知識と能力が必要とさ
れることを子どもたちなりに認識し、敬意が払われていたように思われる。 
 
“If Laura wants to teach school, I don’t know that it’s anybody’s business.  
Laura is smart.  She will be a good teacher.”   (LT  p.187.) 
  
 いよいよ試験を受けるときが来た。その前に採用の話が持ち込まれ、雇用者側から条件が出さ
れた。遠い地区へ行かなくてはならない。いわゆる自宅外通勤である。一人暮らしが余儀なくさ
れる。今で言えば任期付教員（契約社員）だが、当時の若者には定職を得るのと同等の価値があ
ったのであろう。しかし、家から 20 キロほど離れた所の学校へ行くこと、親元を始めて離れて
他人の家に下宿するということには相当な覚悟が必要である。喜び、不安、恐怖などさまざまな
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感情がローラの中をよぎったに違いない。それらを抑えても、ローラには働かなくてはならない
という意識が強いことが、以下の引用から読みとれる。 
 
  Laura’s heart seemed to leap and fall back, and go on falling.  
 (LT p.301.)         
  Laura’ s heart sank even further.  So far from home, among strangers, 
she would have to depend entirely upon herself, with no help at all.  She 
could not come home until the school term was over.  Twelve miles and 
back was too far to travel.  . . . .  Laura was so excited she could hardly 
speak.  “Why, yes,” she managed to stammer.  “I would be glad to teach 
the school if I could.”   (LT pp.301-302.) 
 
極度の緊張感を抱きながらも、自分の意志をはっきり告げている。今で言う面接試験で緊張しな
がらも、必死で答えている態度は、15歳の少女とは思えないしっかりしている。ローラの最初の
採用は偶然かつ突然のことだったので、正規の採用試験は実施されず、郡の教育長による口頭試
験とプレゼンテーションが15歳の少女に求められた。 
 
She could not think what it would be to teach school twelve miles away 
from home, alone among strangers.  The less she thought of it the better, 
for she must go, and she must meet whatever happened as it came.  
 (LT  p.307.) 
 
何があろうと働かなければならない、迷っている場合ではない。とにかく前へ向かって進まなく
てはならない。15歳の少女ローラが抱くキャリア意識は鋼のように強く、それはまさに現代の若
者に求められるものである。勉強は長期計画でやってきたが、採用は突然のことだった。これは
人生の転機である。その転機が来たとき、ローラは 15 歳にしてすばやく決断することで乗り換
えられた。たとえどんな悪条件であっても、働かなければならない立場の彼女にとって答えはイ
エスしかなかった。 
 キャリア意識の強いローラでも仕事のゴール、すなわちいつまで（何歳まで）働くかについて
は考えていない。当時は結婚すれば退職するのは当然のことであったから、彼女も無意識にそう
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考えていたに違いない。彼女の母親キャロラインが父親と結婚前に短期間教師をしていたことも
頭にあったのだろう。 
 
 
３． 教師になって 
 
 ローラはいよいよ教師としての第一歩を踏みだす。採用試験にパスしたローラの生活は一変す
る。まるで別世界へ入っていく心境である。 
 
The horses’ hoofs made a dull sound, clop, clop, clop.  Pa did not say 
anything.  Sitting beside him on the board laid across the bobsled, Laura 
did not say anything, either.  There was nothing to say.  She was on her 
way to teach school. 
  Only yesterday she was a schoolgirl; now she was a schoolteacher.  This 
had happened so suddenly. . . . .  But tomorrow she would be teaching 
school. 
６ 
 
 
  She did not really know how to do it.  She never had taught school, and 
she was not sixteen years old yet.  Even for fifteen, she was small; and now 
she felt very small.   (HG  p.2.)  
 
初めて社会に出て働く日は、頭では十分理解し、ある程度覚悟ができていても、いざそのときに
なると、ローラのように無言になり、突然そのときが来たと感じ、何もかもわからなくなってし
まうだろう。落ち着けばこれまでの蓄積されてきた知識や経験が活きるはずなのだが、思考能力
が停止したようになってしまう。世の中は広く大きく、自分が取るに足らないもの、小さな存在
に思えてくる。それは以下の情景描写とも見事に一致している。 
 
The slightly rolling, snowy land lay empty all around.  The high, thin sky 
was empty overhead.  Laura did not look back, but she knew that the town 
was miles behind her now; it was only a small dark blot on the empty 
prairie’s whiteness.   (HG  p.2.) 
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社会に出る目前の心境は、見渡す限り空しく広がる土地と同じである。これまで培ってきた知識
や経験も、恐れと不安が雪のように全体を覆ってしまい、活用できない。この雪を溶かすにはか
なりの力と時間が必要だ。働かなくてよかった、言わば責任を感じる必要のなかった子供時代は、
もうはるかかなたの後方へ行ってしまい、二度と戻れない。そういうローラを、まさに初出勤を
明日に迎えた若者の気持ちを物語の情景がよく表している。 
 
But he knew how Laura felt.  . . . .  
  “Well, Laura!  You are a schoolteacher now!  We knew you would be, 
didn’t we?  Though we didn’t expect it so soon.” 
  “Do you think I can, Pa?” Laura answered.  “Suppose . . . just suppose . . . 
the children won’t mind me when they see how little I am.” 
   “Of course you can,” Pa assured her. “You’ve never failed yet at anything 
you tried to do, have you?” 
   “Well, no,” Laura admitted.  “But I . . . I never tried to teach school.”  
   “You’ve tackled every job that ever came your way,” Pa said.  “You never 
shirked, and you always stuck to it till you did what you set out to do.  
Success gets to be a habit, like anything else a fellow keeps on doing.”  
. . . .  Laura felt a little better.  It was true; she always had kept on trying; 
she had always had to.  Well, now she had to teach school.  
   (HG  pp.2-3.) 
 
上記はローラにとって最高の励ましである。父親が「大丈夫できるよ、今までやろうと思ったこ
とをおまえは何も失敗したことはない」と言うと、「そうね」とローラも認める。さらに、不安な
ローラが「父ちゃん、わたしにできると思う？」と問うと、父親はローラの気持ちに応えて、「も
ちろん、おまえにできるさ」と確信をもって力づける。父親はいつでもローラの気持ちを的確に
把握し、強い励ましを送る。それが効果的であることは、「ローラは少し楽な気持ちになった」と
いう記述が証明している。親子だから分かりあえているといわれればそうだが、これほど娘の心
中を汲み取って理解できる父親は多くはいないだろう。ローラと父親はクライアントとカウンセ
ラーの関係によく似ている。カウンセリングでいえばラポールがしっかりできているということ
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になる。カウンセリングでは具体的な事実をとりあげることが大切である。曖昧なことではなく、
クライアントに実際にあった体験を振り返らせ、再度実感させ、本人の強みを認識させることは
効果的な方法の一つである。大吹雪のときにローラがたった一人で積んであった薪を全部家の中
に入れたという武勇談を思い出させることで、父親はローラに笑いをもたらす。笑いの効果は次
の引用から読み取れる。さらに、父親はカウンセリングからコーチングへ進んでいく。 
 
“That’s the way to tackle things!” Pa said.  “Have confidence in yourself, 
and you can lick anything.  You have confidence in yourself, that’s the only 
way to make other folks have confidence in you.”  He paused, and then said, 
“One thing you must guard against.” . . . . 
“You are so quick, Flutterbudget.  You are apt to act or speak first, and 
think afterward.  Now you must do your thinking first and speak 
afterward.  If you will remember to do that, you will not have any trouble.”  
 (HG  p.3.) 
 
二人の信頼関係（ラポール）が成立しているため、父親のアドバイス、すなわちコーチングを娘
は素直に受け入れる。まさに理想のカウンセラーとクライアントの姿である。索漠とした現代で
は失われつつある本来の親子関係がここでは描かれている。それは働く社会人として、人生の先
輩と後輩の姿でもある。 
 アイコンタクトがカウンセリングの重大要素の一つであることは言うまでもない。“His blue 
eyes smiled encouragement to her.”（HG  p.5）という記述にあるように、父親は娘に対し
て言葉だけでなく、自然にそして巧みにアイコンタクトでも力づけている。 
 いよいよ学校での第一日が始まる。初めて就職した初日の緊張感は計り知れないものである。 
 
As she floundered on, plunging into the deep snow, she suddenly laughed 
aloud.  “Well!” she thought.  “Here I am.  I dread to go on, and I would not 
go back.  . . . .” 
Then she was so frightened that she said aloud, “I’ve got to go on.”  
(HG  p.13.)  
 
児童文学におけるキャリア意識 
 －23－
ローラには働く、働こう、働かなければならないという強い意識がある。くじけそうになる自分
を自分で叱咤激励している。大きな声を意識して出し、自分に言い聞かせている。まるで一人二
役―カウンセラーとクライアント―のようである。なんとか初日は終わったが、まだまだ先は長
い。そのときのローラにとって二ヶ月間は気の遠くなるような長さだっただろう。ローラは「そ
の日その日をきちんと過ごさなくてはならない」 “I have only to get through one day at a 
time.”（HG  p.23.）と気持ちをひきしめる。ローラの考えは地道だが堅実である。 
 教師の仕事をなんとかこなしていても、心は不安定で、絶えず恐怖が付きまとって離れない。
しかし苦労して手に入れた仕事を途中で断念すれば、もう二度とチャンスは来ない。当時の若い
女性に職種を選ぶことなどできない。そんなローラの気持ちが夢の形で表現されている。 
 
That night Laura dreamed again that she was lost in a blizzard.  She 
knew the dream; . . . .  But this blizzard was worse than before; . . . .  
Laura’s heart stopped in horror.  She could not go on, she had no more 
strength; she sank down, down, into the dark.  Then Pa came driving from 
town on the bobsled; he called to Laura.   (HG  p.24.) 
 
誰よりも自分を心配してくれる親、失敗したら誰よりもがっかりするだろう親の前では弱音は吐
かないし、吐けない。しかし夢の中で父親がソリに乗って町からやってくる。それは心の奥底で
は助けを求めている現われである。それでも時にはふと弱音を漏らしたくなる。信頼の置ける妹
や親友たちにローラは本音をちらりと見せることで、少しは溜まったものが吐き出せたのだろう。 
 
“Do you dreadfully hate to teach school?” Carrie asked her, low. 
“Yes, I do,” Laura almost whispered.  “But Pa and Ma mustn’t know.”  
(HG p.36.)     
 
“Do you like teaching school?” Mary wanted to know.  
“I’m getting along all right, I guess,” Laura said.        (HG p.38.) 
 
“Do you like teaching?” Ida asked. 
“No, I do not!  But don’t tell anybody else.  I’m getting along all right so 
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far.”    (HG pp.40-41.) 
 
どんなに辛いことにもいつかは終わりが来る。一日過ぎれば契約期間が一日短くなる。そう思う
ことでローラは気を取り直して、前向きな気持ちで仕事に取り組む決意を新たにする。それには
努力あるのみだ。 
 
Maybe everything comes out all right, if you keep on trying.  Anyway, you 
have to keep on trying; nothing will come out right if you don’t. 
(HG  p.42.) 
 
何かあるとすぐ逃げる、やめるという現代人に聞かせたい言葉であるが、一方では、契約制で一
学期の期間が短いからやりとげられるのだと反論する人もいるだろう。だがはたしてそうだろう
か、期間の長さと努力する気持ちは比例しない。努力せずに逃げる人はたとえ定年まで勤められ
る恵まれた職場にいても我慢しないだろう。努力する人はどのような条件のもとでも努力するの
ではないか。ローラが苦労している問題は、扱いにくい生徒の半分が自分より年上であることだ
けでなく、下宿先であるブリュースターの妻の敵意が一方的に彼女に向けられることである。ブ
リュースター夫人は西部での開拓生活が嫌でたまらず、かつて自分が教師であったことも加えて、
不満のすべてをローラにぶつけ、ほとんど口も聞かず、不快な空気を狭い家中に撒き散らしてい
る。学校でも下宿でも心休まらない生活は 15 歳の少女には苛酷なものであった。それでも親へ
心配をかけまいと下宿での暮らしぶりは誰にも漏らさない。そういう娘の様子を両親は見抜いて
いた。 
 
“It’s too bad that Brewster’s isn’t a better place to stay,” said Pa. 
“Why, Pa, I haven’t complained,” Laura said in surprise. 
“I know you haven’t,” said Pa.  “Well, keep a stiff upper lip; seven weeks 
will soon  be gone, and you’ll be home again.”    (HG  p.43.) 
 
辛いが逃げないで耐える娘を思っての上記の父親の声かけはなんとすばらしいものだろうか。現
代の甘い親なら、辛いことは子どもには一切させられないと途中でも強引に仕事をやめさせるだ
ろう。ローラの父親はさりげなく娘の心配をし、励ます。すでに辛い思いをしている娘に、さら
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に辛い思いをさせなければならない父親の方が何倍も苦しかったに違いない。 
 勤め始めると必ず経験する最初のスランプがローラにもふりかかる。 
 
All that week, everything went wrong; everything.  Nothing gave Laura 
the least  encouragement.  The weather was sullen.  Dull clouds lay low 
and flat above the  gray-white prairie, and the wind blew monotonously.  
The cold was damp and clammy.  (HG  p.46.) 
 
初日の時と同様に、ローラの憂鬱な気持ちが天気と一致して描かれている。自分より年上の生徒
を扱うのは難しい。相手は自分を小馬鹿にしているような反抗的な態度で臨んでくる。それに対
してどう扱ったらよいのか、教師になりたての少女には厳しい試練である。しかもその試練から
は簡単に抜け出せない。思った以上に長く続く。必死になればなるほどうまくいかない。時には
絶望的な気持ちに陥る。 
 
Laura was furiously angry, but as her eyes met his she knew that he 
expected her to be angry.  What could she do?  . . . .   Her heart was faint, 
but she must not let him know that.  . . . .  Every day she felt more 
miserably that she was failing.  She could not teach school.  Her first 
school would be a failure; she would not be able to get another certificate.  
She would earn no more money.  Mary would have to leave college, and 
that would be Laura’s fault.   (HG  p.49.) 
Slowly the week dragged by, the longest and most miserable week that 
Laura had ever known.  . . . .  Laura was in despair.  They were all 
against her; she could not discipline them.  Oh, how could they be so mean!  
(HG  pp.50-51.) 
 
ここで注目すべきはローラがうまくいかない状況を決して責任転嫁しないということである。物
事がうまくいかないと周囲のせいにする人は多い。しかしローラは、自分は初めでだから、生徒
が悪いから、気候や天気が悪いから、下宿でいじめられているからなど、他の人や環境のせいに
はしない。自分の力量不足を認めるのはそれだけローラの責任感とキャリア意識が強いからだろ
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う。ローラのスランプは時代が代わっても新社会人が経験するものである。 
 
While Pa played the fiddle that evening at home, Laura felt much better.  
Two weeks were gone, she thought; there were but six more.  She could 
only keep on trying.  The music stopped, and Pa asked, “What’s the trouble, 
Laura?  Don’t you want to make a clean breast of it?” (HG  p.53.)  
 
父親は再度、娘に何かあった、何か言いたいことがあると察し、声をかける。何も語らずとも、
娘の様子や表情からその心情を的確に察知している父親はまさにローラの専属カウンセラーであ
る。 
She had not meant to worry them; she intended to say nothing that was 
not cheerful.  But suddenly she said, “Oh, Pa, I don’t know what to do!” 
She told them all about that miserable week at school.  “What can I do?” 
she asked.  “I must do something; I can’t fail.  But I am failing.  . . . .”  
(HG  p.53.) 
 
ローラは父親に具体的なことを聞かれないうちからすべてを話し出す。カウンセラーにあれこれ
問われる前にクライアントから相談を持ちかけている。これはキャリアカウンセリングの重要な
ポイントである。クライアントは自分の心情をさらけ出し、どうしらいいのかと助けを求めてい
る。そのSOS信号をカウンセラーである父親はしっかり受け止める。 
 
Laura protested.  “How can I tell the school board that I can’t manage the 
school?   No, I can’t do that.” 
   “There you have it, Laura!” Pa said.  “It’s all in that word, ‘manage.’  
You might not get far with Clarence, even if you were big enough to punish 
him as he deserves.  Brute force can’t do much.  Everybody’s born free, 
you know, like it says in the  Declaration of Independence.  You can lead a 
horse to water, but you can’t make him drink, and good or bad, nobody but 
Clarence can ever boss Clarence.  You better just manage.”   (HG  p.54.)  
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悩みの解決方法へのヒントはローラ自身、つまりクライアント自身の言葉にあることをカウンセ
ラーである父親は示唆する。“manage”という言葉をローラから引き出し、それを繰り返すことで
巧みに解決策へ導いている。クライアント自身の中に答えがあることを、クライアント本人に気
づかせる。クライアントの言葉を繰り返すことはカウンセリングの基本である言葉の「反射」で
あり、最も効果的な解決方法である。これを父親は無意識に行ったのだろう。まさに天性のキャ
リア・カウンセラーである。心理学者ロジャーズの言うカウンセラーに必要な 3つの条件―自己
一致、無条件の肯定的尊重、共感的理解―を父親は持ち合わせていると言える。
７ 
 
 父親（カウン
セラー）は娘（クライアント）を受け入れ、同様の物の見方をし、娘に対して無条件の好意を示
し、あるがままを受け入れ、誠実に接する。娘の考えに全面的に共感し、理解している。 
 具体的な解決方法を練るのは15歳の少女には難しい。そこで両親が適切な助言を提供する。 
 
“Yes, I know, Pa,” Laura said.  “But how?” 
“Well, first of all, be patient.  Try to see things his way, so far as you can.  
Better not try to make him do anything, because you can’t.  He doesn’t 
sound to me like a  really vicious boy.”    (HG  p.54.) 
 
ローラに必要な解決策は、ローラ自身がカウンセラーのように生徒であるクラレンスを辛抱強く
見守ること、彼を絶対的に承認することである。いつもは父親が中心だが、今回は母親が結婚前
に教師をしていた経験から適切な助言を与える。 
 
  “If I were you,” Ma gently began, and Laura remembered that Ma had 
been a schoolteacher, “I’d give way to Clarence, and not pay any attention to 
him.  It’s attention he wants; that’s why he cuts up.  Be pleasant and nice 
to him, but put all  your attention on the others and straighten them out.  
Clarence’ll come around.” 
  “That’s right, Laura, listen to your Ma,” said Pa.  ‘“Wise as a serpent and 
gentle as a dove.”’    (HG  p.54.) 
  
両親はまるで見てきたように娘の職場の状況をよく分析し、問題点（人物）とその対応策を教え
る。自分を悩ますクラレンスに対して、ローラはカウンセラーのように辛抱強く、その存在を全
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面的に受け入れることが望ましいと知る。これは子どもを受け入れる際に教師に求められる姿勢
でもある。 
 つねに娘を信じて見守ってきた両親だが、あまりにつらそうな娘にいたたまれなくなり、つい
に口を出してしまう。現代の甘い親の発言に似ているが、ここへ行き着くまで本人も親もかなり
の我慢を強いられてきたゆえ、限界に来ていたと言えよう。 
 
Pa said, “You know, Laura, you don’t have to finish the term.  If anything 
worries you too much, you can always come home.” 
“Why, Pa!” Laura said, “I couldn’t quit.  I wouldn’t get another certificate.  
 Besides, it’s only three weeks more.”  
“I’m afraid you’re studying too hard,” said Ma said.  “You don’t look like 
you get enough sleep.”    (HG  p.61.) 
 
仕事がうまくいかなくてもローラのキャリア意識は決して弱くならない。勤労意欲というべきか。
迷っている人に辞めたらどうかと言うと、かえってがんばるという答えが返ってくることがある。
いつでもやめていいのだということがわかると、その安心感からもう少しやってみようという気
持ちになるのだろう。父親の場合、そういう意図はなく、ただ娘の健康を心配したのだろうが、
結果的には前向き方向になっていった。ローラには 15 歳にして見事なまでのプロ意識と自己管
理能力が備わっている。 
 
No one knew how she dreaded to go back to Mrs. Brewster’s.  It would do 
no good to go tell them.  Being at home every Saturday raised her spirits 
and gave her courage for another week.   (HG  p.61.) 
She was not exactly lying, but she could not tell them about Mrs. Brewster 
and the knife.  If they knew, they would not let her go back, and she must 
finish her school.  A teacher could not walk away and leave a term of 
school unfinished.  If she did, she would not deserve another certificate, 
and no school board would hire her.    (HG  p.82.) 
 
なぜこれほどまで我慢するのかという理由の一つに、下宿先のブリュースター氏がその地区の教
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育委員会の委員長であることにある。当時、直接に地区の学校運営にあたったのは、各学区から
選ばれた教育委員だったからである。さらに、「金銭的な報酬をえる機会が極端に少なかった西部
の社会では、教師として働くことは女性にとってまたとないチャンスであった」 
８ 
 
からである。
「特に農場での厳しい肉体労働と変化のない生活に飽き飽きしていた若い女性にとって、親から
離れて結婚するまでの期間、自分の世界をもち、独立した収入を得ることは大きな魅力をもって
いた」
９ 
 
という事実もある。お金の大切さはローラは身をもって知っている。そのことを作品の中
でもはっきりと主張している。 
 
“ . . . .  I know it wasn’t pleasant at Brewster’s even if you didn’t complain, 
and I’m proud that you stuck it out, Laura.” 
“Oh, Pa!  It was worth it,” Laura said breathlessly.  “Forty dollars!” 
She had known that she was earning forty dollars, but the bills in her 
hand made the fact seem real for the first time.  She looked at them, hardly 
able to believe it even now.  Four ten-dollar bills; forty dollars. 
  (HG  p.99.) 
 
当時の 40 ドルの価値を現在の価格に直すのは難しいが、ローラが丸一日、首が痛み目がかすむ
ほど縫い物のアルバイトをしても20セント、週に1ドル50セントしか稼げなかったことと比較
すれば、魅力的な金額であることは容易に判断できる。そこでローラは “I have only to get 
through one day at a time,” ( HG  p.78.)と繰り返し自分に言い聞かせながら、残り少なくなっ
てきた契約期間に耐えていこうとする。それでも挫折感が何度も彼女を襲うが、そのたびに父親
のカウンセリングを受けながら、自力でのり切ろうと決意も新たにがんばろうとする。 
 現在でも教師はさまざまな問題をかかえ、生徒指導に悩み、精神的な病気を理由に休職・退職
するケースが後を絶たないことは周知の事実である。しかしローラの時代は今とは比較にならな
い厳しさがあった。ローラはその必要はなかったが、授業料を自分で集めなければならなかった
り、子どもの家をまわって生徒集めをして開校にこぎつけなければならない教師もいた。また移
動が多い。ローラ自身も一学期ごとに違う学校に赴任しているが、当時はほとんどの教員が 1学
期か２学期の短期契約で移動を繰り返し、一か所に長く留まって勤め続ける人はほとんど見当た
らなかったという。
10
 
 このような当時のアメリカ社会の状況から判断すると、ローラが耐えなが
らも、教師の職に踏みとどまった理由も納得できる。 
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  初めがあれば終わりも必ず来る。2 ヶ月の教師生活を終えたローラは現金を目にしたとき、自
分の成し遂げた労働の価値を、支えてくれた家族と一緒に受け入れる。キャリア意識強ければ強
いほど、報酬を目の当たりにしたときの喜びと満足感は大きい。 
 
 
４． 経験を積んで 
 
 家を離れて一人で教師としてのキャリアを経験したローラは、苦しい思いをしたにもかかわら
ず、終わってしまうと物足りなさを感じる。それを父親は的確に指摘する。 
 
“I don’t know why, but I feel I ought to be earning something.” 
“That is the way it is, once you begin to earn,” Pa said.  (HG  p.134. ) 
 
仕事をする生活、すなわち社会参加が自分の一部となってしまったのだ。まさに社会人となった
といえるだろう。 
 春になるとローラは二度目の就職をする。最初の時と同様、先に具体的な学校への採用の話が
あり、その直後に教員試験を受ける。二度目は筆記試験のみであり、試験の日の午後には免許状
が渡された。今度は自宅通勤である。教える生徒も幼く、教師であるローラの指導に素直に従う。
２ヶ月という短い期間だが、教師という職業を経験したローラは自信を持って仕事にあたること
ができた。自宅から通勤できるという安心感も彼女の支えとなっている。 
 
. . . .  Laura contented herself by giving each little pupil the very best of 
schooling.  They were all quick to learn.  Besides reading and spelling, she 
taught them to write words and figures, and how to add and subtract.  She 
was proud of their progress. 
Never had she been so happy as she was that spring.  In the fresh, sweet 
mornings she waked to her school, . . . .  Her pupils were happy, too, every 
one as good as gold, and eager and quick to learn.  They were as careful as 
she, not to mar or dim the freshness of their shining new schoolhouse.    
(HG   p.152.)  
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仕事が上手くいっている時は周りの風景が美しく感じられる。言い換えれば、自然の美しさに感
動する余裕がある。 
 三度目の教員採用試験の時には、それまでと違って、まだ勤務すべき学校が見つかっていなか
った。そのことを父親と話す。 
 
As they neared the schoolhouse, Pa asked if she were nervous about the 
examinations. 
“Oh, no,” . . . .  “I am sure I can pass.  I wish I were as sure of getting a 
school I will like.”   . . . . 
“I would rather have a larger one with more pay,” Laura explained. 
“Well,” Pa said cheerfully as they stopped at the schoolhouse, “the first 
bridge is  the examinations, and here we are!  Time enough to cross the 
next bridge when we come to it.”   (HG  pp.232-33.) 
 
２学期分の教員経験はローラにさらなる自信をつけさせた。もっと規模の大きい職場で働きたい
と希望するのは、働く者なら誰でも抱く向上心である。もっといい仕事を、もっと難しい仕事を、
もっと規模の大きい仕事をと発展性を求めるのは人間として自然な欲求である。それだけ順調に
ローラは仕事をこなしている。しかし三度目の教員採用試験はこれまでになく難しかった。 
 
“I’m scared,” Florence said in a low, shaking voice. “All the others are old 
teachers, and the examination is going to be hard.  I know  I’ll never 
pass.” 
“Pooh!  I bet they’re scared, too!” Laura said, “Don’t worry; you’ll pass all 
right. Just don’t be frightened. You know you’ve always passed 
examinations.”   (HG  p.233.) 
 
上記の自信のない友人フローレンスを慰めるローラの言葉は、実は自分に言い聞かせている言葉
でもある。ローラは自分で自分を励まし、力づけて、試験に臨もうとしている。実際、これまで
に受けた試験より難しく、ローラは心臓が弱ったような気がした。彼女は免許状がとれなくなる
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のではないかと心配した。しかも結果が届くのに１週間かかった。ローラはどういうわけか自分
の力で及ぶ限りのいい学校が見つかるだろということに疑いをもたなかったが、一体どうして自
分が行きたいという学校を獲得する幸運を作るのだろうと考えていた。その夜、彼女はほとんど
そのことばかりしか考えなかった。だが、教員試験に合格しなかったフローレンスは、自分が行
くはずだった学校の教員職をローラに提供する。そこでローラは三度目の教員生活を送る。 
 
She felt herself a capable teacher now, and she dealt so well with every little 
difficulty that none ever lasted until the next day.  Her pupils were friendly 
and obedient, and the little ones were often funny, though she kept her 
smiles unseen.    (HG  p.239.) 
 
たった三度目で完璧に近い教員指導がはたしてできるだろうかと疑問を抱かせるほど、ローラは
自信に満ちていた。物語の中では、最初の教員生活は生々しく描かれてローラの心情がありあり
と伝わってくるが、二度目三度目とローラがベテランになればなるほど、臨場感が伝わらず、リ
アル感が感じられず、味気ないのが残念である。これは物語の展開が仕事の話から、結婚の方へ
ウェイトが移っていくからである。『この楽しき日々』（These Happy Golden Years）の前半は最
初の教員生活が占めているが、後半には、教師の仕事の他に、お針子としてのアルバイト（学期
が終わるとまた生徒に戻ったローラは自分のドレス代を縫い子として働いた賃金でまかなう）、家
族との団欒、未来の夫との交際、結婚式と盛りだくさんの内容が含まれている。当然のことなが
ら、二度目と三度目の教員生活を描くページ数は最初のときに比べるとごくわずかである。あれ
ほど教師という仕事に情熱をこめ、全力を注いで臨んだローラだが、結婚後は二度と教職につく
ことはなかった。 
  ここで再度ローラの給料に触れておきたい。ローラの給料は最初が 2 ヶ月で 40ドル、二度目
が一ヶ月25ドルで3ヶ月分。三度目が月給30ドルの3ヶ月と徐々に上がっていくが、その額は
男性教員の半分か3分の1程度だったと思われる。
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 それでもローラとその家族にとっては高額
で、妹たちからは尊敬され、ローラ自身も十分満足している。残念ながら当時の教師の給料が他
の職業と比較してどうだったのか、男性との差はどのくらいあったのかは作品では全く触れられ
ていない。さらに、19世紀には学校の理事会や理事たちが安くすむという考えから、女性教師を
多く採用したことも作品からは伺えない。このことは冒頭で例としてあげた他の児童文学作品で
も同じである。児童文学作品であることを配慮したためとも考えられるが、むしろ作者の関心が
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給料の額より、教師としての生き方に注がれていたからであろう。また、主人公のキャリア意識
がどれほど高くても、当時の男女差や採用側の意向までは自分たちの手の届かない領域であると
無意識のうちに了解していたのではないかと思う。これが児童文学の限界かもしれない。 
 
 
おわりに 
 
“A body makes his own luck, be it good or bad,” Ma placidly said.  “I have 
no doubt you will get as good as you deserve.”  . . . .  Laura remembered 
what Ma had said about luck, and she thought to herself: “I believe we 
make most of our luck without intending to.”   (HG  p.235.) 
 
この言葉は名言である。現代の就職活動で人に頼ってばかりいる学生、どうすればいいのかと自
分では努力しないで答えだけを求めようとしている若者に聞かせたい言葉だ。この運とは努力以
外の何ものでもない。自分の道は自分で開いていかなくてはならない。日頃からのたゆまぬ努力
が自分の未来を導いてくれる。これほどすばらしいキャリア意識はないだろう。 
 ローラの物語はこれまで西部開拓史、開拓農民の生活、家族愛、若者の恋などを描いた作品と
見なされてきた。しかし、知的な職業に従事する少女、仕事への取り組みの努力、立ちはだかる
問題とその解決法がリアルに描かれていることから、キャリアカウンセリングの要素を組み入れ
たキャリアノベル（職業小説）として読むことができる。この作品が書かれた頃にようやくキャ
リアカウンセリングが浸透し始めたのである。
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この作品の内容は作者の少女時代（ローラが教師
をしていたのは 1880 年代）がモデルであるから、キャリアカウンセリングやキャリア意識など
の概念が誕生する以前のものである。それにも関わらず、現代にも通じる働く若者の悩みに応え
られる内容の新鮮さに驚くと同時に、作品の深さに敬服する。 
 ローラは全力疾走で仕事に取り組んだが、仕事にすべてを奪われてしまったわけではない。現
実の限られた範囲のものを直視する一方で、はるか遠いところも見つめていた。 
 
“They are so beautiful that they make me want to go to them,” Laura said 
once. . . . . “When you got there they would be just hills, covered with 
ordinary buffalo grass like this,” . . . . 
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In a way, that was true; and in another way, it wasn’t.  Laura could not 
say what she meant, but to her the Wessington Hills were more than grassy 
hills.  Their shadowy outlines drew her with the lure of far places.  They 
were the essence of a dream. 
Walking home in the late afternoon, Laura still thought of the Wessington 
Hills, how mysterious their vague shadow was against the blue sky, far 
away across miles after miles of green, rolling prairie.  She wanted to 
travel on and on, over those hills, and see what lay beyond the hills. 
That was the way Pa felt about the west, Laura knew.  She knew, too, 
that like him she must be content to stay where she was, to help with the 
work at home and teach school.   (HG  p.153.) 
 
ローラは現実を見つめる力（理性）と夢を見る力（創造力）の両方を持っている。現代ではその
バランスがとれず、現実の厳しさに辛抱ができず、後先を考えないままにすぐに仕事をやめてし
まう人が多い。自分にやりたいことは他にあるのではないか、それが何であるかをつかむ前に（や
めてから考えようというのであろうか）あっさり仕事をやめてしまう者も多い。現実を認識しな
がら先を見ているローラはそのようなことは決してしない。夢に惹かれながらも引きずられるこ
とのない強い理性を持っている。これは両親の育て方と開拓者の一員としての生活に起因してい
る。人間の想像を超える変化を続ける壮大な自然と日々闘いながら、地に足をつけて前向きに生
きてきた人間は困難に立ち向かう勇気と知恵を備えている。 
 以下にあげるアメリカの心理学者クルンボルツ博士（John D. Krumboltz  1928-）らがキャリ
ア学会誌で提唱した「計画的偶発性理論」（Planned Happenstance Theory）というキャリア理
論は、本稿で論じてきたローラのキャリアライフと見事に一致している。 
 
  変化の激しい時代になればなるほど、キャリアは自分の思い描いたとおりに
実現するものではない。したがって、むしろ現実に起きたことを受けとめて、
そのなかで自分を磨いていくことのできる力が重要である。さらに、自分のキ
ャリアをひらくためには、自分のほうから何かを仕掛けて予期せぬ出来事をつ
くりだし、そこで自ら実体験して学習して不要な間をおかず次の手を打ってい
くということが必要になる
13
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ローラは現実を受け止め、両親の助言を受け入れながら、問題に対処し、自分を磨いていった。
最初の就職は父親の知人がきっかけを作ってくれたが、採用側をその気にさせたのは学習発表会
でのローラの地理、文法、算数、歴史の見事な発表振りだった。三度目の就職は、友人フローレ
ンスが親切にしてくれたお礼として提供してくれたものである。ローラはそれとは知らずに自分
の方から仕掛けて予期せぬ出来事を作り出したのだ。こうした機会を自らつくりだし、機会をも
のしてキャリアをひらくには好奇心（Curiosity）、執着心（Persistence）、柔軟性（Flexibility）、
楽観主義（Optimism）、リスクテイク（Risk Taking）の5つのスキルが必要だとされている
14
 
が、
ローラはこれらの5つのスキルを間違いなく身につけている。クルンボルツらが理論を発表した
のが 1999 年、ローラの生きた時代はその 100 年前である。この理論は変化の激しい時代だから
こそ注目されるようになったと言われているが、社会の激しさに関係なく通用する普遍的な要素
が含まれている
15
 
のは確かである。 
 キャリア教育の必要性が叫ばれ、学校教育に組み込まれ、就職へのテクニックが新たなる仕事
を生みだしている現在だが、基本はいつの時代でも同じである。問題はキャリア意識をもつ人間
側にあるということである。100 年前の 15 歳の少女の短期間にわたるキャリア経験を描いた児
童文学作品の中に、現代の我々が学ぶべき要素があるということはまさに驚くべきことである。 
 
 
──注── 
1  Louisa May Alcott, Little Women, ( Harmondsworth：Puffin Books, 1975) pp.182-83. 
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3 篠田靖子『アメリカ西部の女性史』（明石書店、1999）pp.73-74. 
4  Laura Ingalls Wilder, Little Town on the Prairie（New York：Harper Collins, 1941）p.28. 
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